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町内

苓北町地域包括支援センターです
こんにちは！

３月19日および26日に開かれた理事会・評議員会
において、令和６年度事業計画および会計予算が審議
され承認されました。
主な項目は、次のとおりです。

事業実施計画
１．会務の運営
理事会、評議員会の開催／組織強化と会員促進（自主
財源の確保など）／関係機関、諸団体との連絡提携／
役職員の資質向上促進（研修会など）／諸規定の整備
２．地域福祉活動事業
児童福祉事業（子供会助成、保育所連絡協議会助成、
黄色い帽子贈呈など）／老人福祉事業（いきいきサロ
ン、おしゃれフェスタの開催など）／母子・父子福祉事業
（親子ふれあい旅行、天草郡母子寡婦福祉連合会へ
の協力など）／身体障がい者福祉事業（心身障がい児
（者）保護者会助成）／法人後見事業（後見人等受
任、運営委員会の開催）／災害対応事業（災害ボラン
ティアセンター設置訓練など）／福祉啓発事業（福祉レ
クリエーション大会・福祉レクリエーション講座）／調
査広報事業（社協だより・子育て支援センター通信発
行、ホームページ運営など）／生活福祉厚生事業（福祉
機器リサイクル、福祉金庫貸付、チャイルドシート無料
貸出など）／ボランティアセンター事業（ワークキャンプ
など）／社会を明るくする運動（推進委員会など）／心
配ごと相談（年６回）／弁護士による無料法律相談（年
２回）
３．受託事業
地域包括支援センター事業（介護予防・日常生活支援
総合事業、包括的支援事業、指定介護予防支援など）
／子育て支援センター事業（子育て親子の交流の場の

提供・促進、相談支援など）／生活福祉資金貸付事業
（コロナ特例貸付の債権管理事務など）／地域福祉権
利擁護事業／生活困窮者等自立相談支援事業
４．共同募金配分事業
老人福祉活動（老人クラブ助成、ひとり暮らし老人等友
愛訪問費）／障がい児・者福祉活動（身体障害者福祉
協会助成）／児童青少年福祉活動（子供会などへの助
成）／母子父子活動（母子寡婦福祉連合会運営費助
成）／福祉育成援助・ボランティア育成活動
５．民生委員児童委員協議会活動推進
会務の運営および会計管理
６．苓北町共同募金委員会事業
事業推進および会計管理／災害時支援
７．日本赤十字社事業
事業推進および会計管理／災害時支援／義援金受付
８．シルバー人材センター事業
事業運営（会員募集・受注調整など）

３月１日㊎、ひとり親家庭で、令和6年度の新入学児
童を養育する6世帯に「小学校入学準備金」を、令和5
年度に中学校を
卒業する子ども
を養育する7世帯
に「中学校卒業
祝い金」を贈呈
しました。

この度、「令和６年能登半島地震」により、多くの皆
さまが被災されました。謹んでお見舞い申しあげま
す。
２月22日㊍、富岡小学校児童会代表の児童から日赤
苓北町分区（副分区長・苓北町社会福祉協議会会長　
荒木広之）へ義援金が手渡されました。
いただきました義援金は、日本赤十字社熊本県支部へ
送金させてい
ただきました。
１日も早い、
復旧、復興を
ご祈念申し上
げます。

令和６年度
事業計画・予算が決定しました

小学校新入学児童へ入学準備金・
中学校卒業生徒へ卒業祝金を贈呈

（御礼）「令和６年能登半島地震」
災害義援金をいただきました

○歳入歳出予算総額　76,098千円

今回の見どころ巡りのコース地図（名所・旧跡の詳細付き）が欲しい人は、

苓北町地域包括支援センター（☎35-1289）までご連絡ください。

坂瀬川の見どころ満載！

第５回坂瀬川見どころ巡りが開催されました！第５回坂瀬川見どころ巡りが開催されました！
３月30日㊏に、坂瀬川公民館をスタート、ゴールとした「坂瀬川見どころ巡り」が開催され、町内から88人

が参加。絶好のウォーキング日和の中、参加者は坂瀬川の見どころを巡る旅を楽しみました。
今回は、最年少は１歳から最高齢は82歳と、幅広い世代の皆さんが参加。今回のコースは、男闘呼塾の錦戸

塾長が企画した、約６キロのアップダウンのあるコース。参加者は、おしゃべりしながら坂瀬川の風景を楽しそ
うに歩いていました。
坂瀬川見どころ巡りのコースとなった大師山公園では、桜が美しく咲き誇り、訪れた参加者を歓迎していまし

た。ゴール後は、坂瀬川女性ボランティアによる手作りのぜんざいが振る舞われ、参加者はおいしそうに舌鼓を
打っていました。
ゴールした参加者からは「桜がとてもきれいでした」「懐かしい風景に出会えて良かったです」「久しぶりに山

を歩くことができ、自然に触れられた」「初めて歩く所もあり、改めて故郷の再発見ができた」などの満足の声
があふれ、坂瀬川の春の見どころを満喫しました。

 

錦戸塾長によるコース説明 険しい道を散策

疲れて食べるぜんざいが一番美味しい‼桜が春の訪れを感じさせる♪


